
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

目

次

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

担

当

課

（

室

）

○

政

治

団

体

の

名

称

等

の

公

表

選

挙

管

理

委

員

会

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

〃

【

告

示

】

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

○

政

治

団

体

の

解

散

〃

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

○

資

金

管

理

団

体

の

名

称

等

の

公

表

〃

の

辞

退

○

資

金

管

理

団

体

の

指

定

取

消

し

〃

【

公

告

】

○

土

地

改

良

区

役

員

の

退

任

及

び

就

任

届

耕

地

課

○

土

地

改

良

事

業

施

行

認

可

申

請

の

縦

覧

〃

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

公

共

施

設

に

係

る

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

の

〃

完

了

【

人

事

委

員

会

】

○

岡

山

県

短

時

間

勤

務

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

人

事

委

員

会

与

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

に

関

す

る

〃

岡

山

県

公

報

令和５年８月２５日 第１２５２６号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
十
四
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指

定
し
た
。 

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

指
定
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

指
定
年
月
日 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局 
倉
敷
駅
前
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

倉
敷
市
阿
知
一
―
七
―
二 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
五
年
七
月
一
日 

令和５年８月２５日　岡山県公報　第１２５２６号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
十
五
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

辞
退
年
月
日 

王
慈
園
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

倉
敷
市
児
島
下
の
町
五
―
二
―
一
七 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
五
年
七
月
一
日 

令和５年８月２５日　岡山県公報　第１２５２６号



〔
四
二
二
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ

り
、
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

土
地
改
良
区
の
名
称 

 
 

吉
井
川
下
流
土
地
改
良
区 

二 

退
任
及
び
就
任
役
員 

 
 

退
任
役
員 

 
 

就
任
役
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
事
監 

 
 

氏 
 

名 
 

 
氏 

 

名 
 

 
 

住 
 

 

所 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
の
別 

 

青
木 

節
男 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

和
気
郡
和
気
町
原
一
一
二
―
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

理 

事 

 
 

 
 

 
 

 
 

我
澤 

幸
紀 

 

〃 
 

〃 
 

本
二
一
七 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 

沖
田 

時
久 

 

沖
田 

時
久 

 
赤
磐
市
釣
井
一
九
―
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 

戸
取 

正
憲 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
二
日
市
一
二
五 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
林 

一
郎 

 

〃 
 

〃 

〃 
 

〃 
 

二
七
六
―
四 

 
 

 
 

〃 
 

 

小
林 

健
伸 

 

小
林 

健
伸 

 

〃 
 

〃 

寺
山
二
五
八
―
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 

藤
原 

 

勲 
 

藤
原 

 

勲 
 

〃 
 

〃 
松
新
町
一
一
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 

秋
山 

 

満 
 

秋
山 

 

満 
 

〃 
 

〃 

政
津
四
八
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 

大
森 

勇
二 

 

大
森 

勇
二 

 
 

〃 
 

〃 

浅
越
七
五
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 

成
本 

俊
一 

 

成
本 

俊
一 

 

〃 
 

〃 

東
幸
崎
六
四
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 

三
木 

允
彦 

 
 

 
 

 
 

 
 

備
前
市
畠
田
一
六
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

石
原 

 

勝 
 

〃 
 

新
庄
三
一
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 
 

近
藤 

吉
徳 

 
 
 

近
藤 

吉
徳 

 

瀬
戸
内
市
長
船
町
磯
上
二
四
三
四 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 
 

片
岡 

一
矢 

 
 
 

片
岡 

一
矢 

 
 
 

〃 
 

 

邑
久
町
大
富
六
一
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 

石
原 

隆
作 

 
 

石
原 

隆
作 

 
 

〃 
 

 

〃 
 

箕
輪
一
〇
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 

神
宝 

正
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

牛
窓
町
長
浜
五
七
八
九 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

国
岡 

延
行 

 

〃 
 

 

〃 
 

牛
窓
一
八
三
七 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 

友
實 

武
則 

 
 
 

友
實 

武
則 

 
 
 

赤
磐
市
上
市
一
六
九 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

武
久 

顕
也 

 

武
久 

顕
也 

 
 
 

瀬
戸
内
市
邑
久
町
庄
田
一
一
六
四 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

福
島 

恭
子 

 

福
島 

恭
子 

 
 
 

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
下
五
四
三
―
三
―
二
〇
五 

 
 

〃 
 

 

入
矢 

一
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 

〃 
 

森
末
五
〇 

 
 

 
 

 
 

 
 

監 

事 

 

上
岡 

耕
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 

金
岡
東
町
一
―
一
一
―
一
三 

 
 

 
 

〃 
 

 

 

岡
本 

 

誠 
 

 
 

 
 

 
 

 

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
六
八
七 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

矢
部 

 

旭 
 

赤
磐
市
河
田
原
一
六
八
―
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

浮
田 

孝
允 
 

岡
山
市
東
区
宝
伝
三
三
〇
〇
―
一 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

森
部 

真
史 

 

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
長
浜
三
六
四
九
―
一 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

令和５年８月２５日　岡山県公報　第１２５２６号



〔
四
二
三
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
新
規
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
申
請
を
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
す
る
。 

 

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
岡
山
県
備
前
県
民
局
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

申
請
者 

 
 

児
島
湾
土
地
改
良
区 

二 

地
区
名 

 
 

錦
西
14
樋
門 

 
 

 
 

 
 

 

（
非
補
助
土
地
改
良
（
か
ん
が
い
排
水
）
事
業
） 

 
 

錦
六
区
東
横
６
樋
門 

 
 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 
 

 
 

 
 

） 

 
 

六
間
桜
川
交
差
樋
門 

 
 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 
 

 
 

 
 

） 

 
 

西
七
区
３
番
２ 

 
 

 
 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 
 

 
 

 
 

） 

 
 

西
七
区
支
線
114
号 

 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 
 

 
 

 
 

） 

西
七
区
８
号
樋
門 

 
 

 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 
 

 
 

 
 

） 

北
七
区
支
線
14
号 

 
 

 
 

 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 
 

 
 

 
 

） 

北
七
区
支
線
22
号 

 
 

 
 

 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 
 

 
 

 
 

） 

北
七
区
支
線
76
号 

 
 

 
 

 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 
 

 
 

 
 

） 

沖
４
番
川
樋
門 

 
 

 
 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 
 

 
 

 
 

） 

 
 

宗
津
西
町
４
番
川 

 
 

 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 
 

 
 

 
 

） 

 
 

川
張
潮
廻
し
２
号
樋
門 

 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 
 

 
 

 
 
） 

三 

縦
覧
に
供
す
る
書
類 

 
 

土
地
改
良
区
定
款 

 
 

事
業
計
画
書 

四 

縦
覧
の
期
間 

 
 

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
九
月
十
五
日
ま
で 

五 

縦
覧
の
場
所 

 
 

岡
山
県
備
前
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部 

令和５年８月２５日　岡山県公報　第１２５２６号



〔
四
二
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
長
良
字
鬼
畑
四
一
七
―
二 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
地
頭
片
山
三
五
―
一
シ
ャ
ー
メ
ゾ
ン
き
び
じ
Ａ
棟
一
〇
一
号
室 

秋
山 

敦
則 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
五
月
十
六
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
五
号 

令和５年８月２５日　岡山県公報　第１２５２６号



〔
四
二
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
井
手
字
西
延
五
〇
一
―
一
、
五
〇
二
―
三
、
五
一
二
―
六 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

広
島
県
広
島
市
西
区
三
滝
町
九
―
二
―
五
〇
三
号 

逸
見 

和
宏 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
六
月
二
十
二
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
九
五
号 

令和５年８月２５日　岡山県公報　第１２５２６号



〔
四
二
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
井
手
字
西
延
五
〇
一
―
五
、
五
〇
二
―
二 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
西
郡
八
九
五
ポ
ム
・
ダ
ム
ー
ル
Ｌ
二
〇
二
号
室 

富
田 

翔
也 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
六
月
二
十
二
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
九
七
号 

令和５年８月２５日　岡山県公報　第１２５２６号



〔
四
二
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
南
溝
手
字
高
木
四
五
二
―
六 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
門
田
一
〇
一
エ
ク
セ
レ
ン
テ
三
〇
二
号
室 

中
山 

一
成 

高
梁
市
高
倉
町
田
井
四
四
四
〇
―
二 

中
山
恵
美
子 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
七
月
三
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
〇
九
号 

令和５年８月２５日　岡山県公報　第１２５２６号



〔
四
二
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
井
手
字
袋
ノ
東
二
一
〇
―
一
九 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
井
手
一
〇
五
六
―
一
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
ズ
Ｂ
一
〇
一 

三
宅 

友
則 

三
宅 

莉
奈 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
七
月
十
三
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
二
九
号 

令和５年８月２５日　岡山県公報　第１２５２６号



〔
四
二
九
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

津
山
市
高
野
山
西
字
下
鹿
子
四
八
三
―
二
、
四
八
三
―
九
、
五
二
三
―
一
、
五
二
四
―
三
、
五

二
六
―
一
、
五
二
七
―
八
、
五
二
三
―
一
地
先
か
ら
五
二
四
―
三
地
先
ま
で
道 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
市
北
区
北
長
瀬
表
町
二
丁
目
一
七
―
八
〇 

大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社
岡
山
支
店 

支
店
長 

板
倉 

 

清 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
五
月
十
五
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
三
号 

令和５年８月２５日　岡山県公報　第１２５２６号



〔
四
三
〇
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

津
山
市
高
野
山
西
字
下
鹿
子
四
八
三
―
二
、
四
八
三
―
九
、
五
二
三
―
一
、
五
二
四
―
三
、
五

二
六
―
一
、
五
二
七
―
八
、
五
二
三
―
一
地
先
か
ら
五
二
四
―
三
地
先
ま
で
道 

二 

公
共
施
設
の
種
類 

    

緑
地 

三 

位
置
及
び
区
域 

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て 

 

閲
覧
に
供
す
る
。
） 

四 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

岡
山
市
北
区
北
長
瀬
表
町
二
丁
目
一
七
―
八
〇 

大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社
岡
山
支
店 

支
店
長 

板
倉 

 

清 

五 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
五
月
十
五
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
三
号 

令和５年８月２５日　岡山県公報　第１２５２６号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
十
三
号

岡
山
県
短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

吉

松

裕

子

岡
山
県
短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

岡
山
県
短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
則
（
令
和
元
年
岡
山

県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
二
号
中
「
）
第
七
条
第
一
項
」
を
「
。
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
条
例
」

と
い
う

）
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

。

第
十
四
条
第
二
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

育
児
休
業
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
（
次
に
掲
げ
る
育
児
休
業
を
除
く

）
を
し
て

。

い
る
短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
在
職
し
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
そ
の
二
分
の
一
の

期
間

イ

当
該
育
児
休
業
の
承
認
に
係
る
期
間
の
全
部
が
子
の
出
生
の
日
か
ら
育
児
休
業
条
例
第
三
条

の
二
に
規
定
す
る
期
間
内
に
あ
る
育
児
休
業
で
あ
っ
て
、
当
該
育
児
休
業
の
承
認
に
係
る
期
間

（
当
該
期
間
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
を
合
算
し
た
期
間
）
が
一
箇
月
以
下

で
あ
る
育
児
休
業

ロ

当
該
育
児
休
業
の
承
認
に
係
る
期
間
の
全
部
が
子
の
出
生
の
日
か
ら
育
児
休
業
条
例
第
三
条

の
二
に
規
定
す
る
期
間
内
に
あ
る
育
児
休
業
以
外
の
育
児
休
業
で
あ
っ
て
、
当
該
育
児
休
業
の

（

、

）

承
認
に
係
る
期
間

当
該
期
間
が
二
以
上
あ
る
と
き
は

そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
を
合
算
し
た
期
間

が
一
箇
月
以
下
で
あ
る
育
児
休
業

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和５年８月２５日　岡山県公報　第１２５２６号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
十
四
号

岡
山
県
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

吉

松

裕

子

岡
山
県
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
令
和
元
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十

八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
二
号
中
「
）
第
七
条
第
一
項
」
を
「
。
第
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
条
例
」

と
い
う

）
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

。

第
十
三
条
第
二
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

育
児
休
業
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
（
次
に
掲
げ
る
育
児
休
業
を
除
く

）
を
し
て

。

い
る
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
在
職
し
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
そ
の
二
分
の
一
の
期
間

イ

当
該
育
児
休
業
の
承
認
に
係
る
期
間
の
全
部
が
子
の
出
生
の
日
か
ら
育
児
休
業
条
例
第
三
条

の
二
に
規
定
す
る
期
間
内
に
あ
る
育
児
休
業
で
あ
っ
て
、
当
該
育
児
休
業
の
承
認
に
係
る
期
間

（
当
該
期
間
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
を
合
算
し
た
期
間
）
が
一
箇
月
以
下

で
あ
る
育
児
休
業

ロ

当
該
育
児
休
業
の
承
認
に
係
る
期
間
の
全
部
が
子
の
出
生
の
日
か
ら
育
児
休
業
条
例
第
三
条

の
二
に
規
定
す
る
期
間
内
に
あ
る
育
児
休
業
以
外
の
育
児
休
業
で
あ
っ
て
、
当
該
育
児
休
業
の

（

、

）

承
認
に
係
る
期
間

当
該
期
間
が
二
以
上
あ
る
と
き
は

そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
を
合
算
し
た
期
間

が
一
箇
月
以
下
で
あ
る
育
児
休
業

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和５年８月２５日　岡山県公報　第１２５２６号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
六
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

。

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

会
計
責
任
者
の
氏
名

届
出
年
月
日

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

公
職
の
種
類

公
職
の
候
補
者
の
氏
名
及
び
公
職

（
第
一
号
）

の
種
類
（
第
二
号
）

は
た
と
も
こ
後
援
会

は

た

と
も
こ

湯

川

憲
比
古

津
山
市
小
田
中
一
三
〇
〇
―
一
五
―
一
〇

衆
議
院
議
員

は

た

と
も
こ
、
衆
議
院
議
員

令
和
五

・

七
・

六

二

令和５年８月２５日　岡山県公報　第１２５２６号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
六
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

岡
山
県
行
政
書
士
政
治
連
盟

安

井

健

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
表
町
三
―
一
一
―
五
〇
―
五
〇

岡
山
市
北
区
富
田
町
一
―
七
―
一
五
富
田
町
ビ

令
和
五

・

二
・
二
二

一

ル
二
Ｆ

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

平

松

直

哉

西

田

尚

美

令
和
四

・

八
・
一
七

水
嶋
じ
ゅ
ん
じ
後
援
会

和

田

實

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

勝
田
郡
勝
央
町
黒
土
三
七
二
―
一

勝
田
郡
勝
央
町
上
香
山
六
九
三

令
和
五

・

七
・

六

山
岡
敦
後
援
会

木

山

貴

也

代
表
者
の
氏
名

木

山

貴

也

山

室

健

一

〃

七
・
一
二

令和５年８月２５日　岡山県公報　第１２５２６号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
六
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

一

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

自
由
民
主
党
岡
山
県
岡
山
市
第
二
十
五
支
部

千

間

勝

己

令
和
五

・

七
・
二
五

自
由
民
主
党
真
備
支
部

高

橋

ゆ
う
こ

〃

六
・
三
〇

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

絆

の

会

高

橋

ゆ
う
こ

令
和
五

・

六
・
三
〇

高
橋
か
い
り
ゅ
う
後
援
会

鎌

田

賴

靖

〃

〃

東
原
と
お
る
後
援
会

東

原

透

〃

七
・
一
五

令和５年８月２５日　岡山県公報　第１２５２６号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
六
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た

者
（
代
表
者
）
の
氏
名

は

た

と
も
こ

衆
議
院
議
員

は
た
と
も
こ
後
援
会

津
山
市
小
田
中
一
三
〇
〇
―
一
五
―
一
〇
二

令
和
五

・

七
・

五

令和５年８月２５日　岡山県公報　第１２５２６号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
六
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

。

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届

資
金
管
理
団
体
で

資
金
管
理
団
体
の
名
称

出
を
し
た
者
の
氏
名

な
く
な
っ
た
年
月
日

東

原

透

東
原
と
お
る
後
援
会

令
和
五

・

七
・
一
五
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